
新入生保護者説明会を行いました                      

１月３０日（月）に４月に入学する１年生の保護者を対象とする学校説明 

会を行いました。学校の概要説明に続き、入学に向けての準備、給食の説明 

や保健面のお願い、メールの登録など多岐に渡る内容でしたが、今回から説 

明会当日に行うことになったメールの登録もその場で全家庭が完了するなど、 

どのご家庭もとても積極的に参加されていました。閉会後に行われたPTA本 

部による学年委員とお迎え当番の決定も「私、やります！」と立候補ですぐ 

に決まっていました。４月からどうぞ宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養花天 

                                 高峰小学校長 井上真彰 

次の文章は、今年度の卒業生に向けて卒業アルバムに寄稿したものです。 

今から約二十年後、皆さんの多くは親になっていることでしょう。その時、皆さんの子ども

たちが学校で受ける教育は、現在の教育とは評価の対象が変わっている可能性がとても高いで

す。今は当たり前のように教科別に授業を受けて、教わった内容をどれだけ正確に単元末プリ

ントに再現できたかが点数として記録され、その蓄積が評価に換算されて「あゆみ」に載りま

すね。でも、これからの学校は教科別の授業は残っても、授業で出された課題に対して『どれ

だけ周りの人と協力して解決しようとしたか』を評価の対象として重きを置くようになってい

きます。何故だと思いますか。今を生きる皆さんにとっては目の前の現実は他と比較しようが

ない事実そのものですが、皆さんの親に自分が子どもだった頃の世の中と現在との違いを聞い

てみてください。きっとその変化に驚くはずです。 

ＩＴ技術の発達により、海外の会ったこともない人と言語の壁を越えて意思の疎通が可能に

なり、世界の人々が国境を越えて課題を共有できるようになりました。その結果、例えばコロ

ナワクチンの迅速な開発のように、次々と現れる多くの難題を世界中の英知を結集して解決で

きるようになっています。そう遠くない将来、エンジンを積んだ車は無くなります。公共交通

機関の運転は人工知能が代行するようになるでしょう。 

世の中の変化の速さが加速しているのです。教える側が既にその答えを知っていることを教

わって、どんなに正確に覚えたとしても、それだけで生きていける社会ではなくなっていくの

です。そのような時代になっても、最後まで機械が代行できずに人が行うことは『創造』に他

なりません。だから、国境を越えて同じ課題を共有する人たちとその時点での最善解を導き出

すために『周りの人と協力する』という能力がとても重要視され、今後更に必要不可欠になっ

てくるのは間違いないのです。 

「singularity＝シンギュラリティ」という言葉を聞いたことがありますか。日本語で「特異点」

と訳されますが、世界の「シンギュラリティ＝特異点」がもうすぐそこまで迫ってきています。

前例踏襲ではない充実した人生を送ってください。 

 高峰小学校は地域と共にある学校です。これからもご支援とご協力をお願いします。 

高峰小学校だより 第１４号 
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４月の主な行事予定 
５日（水）着任式・始業式 

６日（木）入学式 

７日（金）下校指導 

９日（日）ギュッと day 

１０日（月）給食開始・委員会活動 

１２日（水）地区一斉研究会 

１４日（金）クラブ活動 

１８日（火）全国学力学習状況調査 

２１日（金）１年給食開始 

２９日（土）授業参観・懇談会・PTA 総会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
●政府は今月１３日からマスクの着用は屋内屋外を

問わず「個人の判断に委ねる」とする方針を示し

ました。これを受けて、本校児童の学校生活にお

けるマスクの着用も同様の扱いとします。 

●今年度の学校教育アンケートの集計結果をホーム

ページに載せましたのでご覧ください。 

 

随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

  

 ホームページ 

思い出遠足を行いました            

２月１６日（木）に６年生が思い出遠足に行ってきました。当日は行き帰 

りの道路もよみうりランドも空いていました。１時間ほどで着いた子どもた 

ちは春を思わせるうららかな日差しの下、４時間近くを現地で過ごすことが 

できました。人気のジェットコースターなどもほとんど待つこと無く、いろ 

いろなアトラクションを思いっきり楽しむことができました。 

授業参観と懇談会を行いました            

 ２月２日（木）に１，２，３年、１７日（金）に４，５，６年を対象にし 

て今年度最後となる授業参観を行いました。２日間で合計９９人もの保護者 

の皆さまにご来校いただき、授業参観終了後に行った懇談会にも多くの皆さ 

まにご参加いただきました。この日のために担任が編集した映像を流して子 

どもたちの１年間を振り返っている学年もあるなど、和やかな雰囲気の中行 

われていました。この１年間、学校の教育方針と担任の指導方針にご理解と 

ご協力をいただきありがとうございました。 

かくし芸大会を行いました            

児童会の呼びかけにより、１月３１日（火）の昼休みに有志の参加者によ 

る「かくし芸大会」が体育館で行われました。ピアノや笛の演奏、縄跳び、 

カラオケ、ルービックキューブ、ダンスなどの定番芸に混じって皿回しなど 

の古典芸も披露され、観客として集まった子どもたちも大いに盛り上がって 

いました。この３年間のコロナ禍による自粛により、子どもたちは自分を知 

ってもらう機会や他者を知る機会を奪われてきました。今回の催しはこれま 

で後回しとなっていた社会性を培う絶好の機会となりました。 

長縄大会を行いました            

２月７日（火）の昼休みを使って体育委員会主催の長縄大会が行われまし 

た。本校には縦割りのグループがあり、１年生から６年生までが同じグルー 

プになって活動しています。今回は３分間で１１２回を跳んだ「ゆき」グル 

ープが優勝しました。この日を迎えるまでどのグループもとてもよく練習し 

ていました。本校は単級なので同年齢の集団に変化が乏しく、学年が上がる 

ほど人間関係が固定しがちです。なので、このような異年齢集団の活動は社 

会性を培う上でとても大切であると考えています。 


